Citizenship Lessons to Solve Conflicts: Including “Emotions” in Citizenship Lessons Based on Naturalistic Perspectives of Philosophy by Abe, Tetsuhisa
－28－
た解釈学習』風間書房　2005。








































































Tetsuhisa ABE：Citizenship Lessons to Solve Conflicts: Including “Emotions” in Citizenship Lessons Based on Naturalistic 















































































日時　201６年 ６ 月28日（火）第 ６ 限
　　　　　　 ７ 月 ４ 日（月）第 ６ 限
場所　第 1 社会科教室




























































































日時　201６年 ６ 月28日（火）第 ６ 限
　　　　　　 ７ 月 ４ 日（月）第 ６ 限
場所　第 1 社会科教室























































































































































































































































































































































































































ティブ 教育 強制 技術進歩 その他
授業後
インセンティブ ３ ４ 1 1 ３
教育 ３ ６ 1 0 1
強制 0 0 0 0 0
技術進歩 0 1 0 0 0
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リサイクル実行スコア（自己評価 ４ 〜 1 ）
３ 以上 2.5以上 2 以上 2 未満
功利主義 ７ ７ 1 1
自由主義 ４ 8 0 1
現代自由主義 2 ３ 0 0
本質主義 5 8 1 0
相対主義 1 0 0 1
インセンティブ ６ 11 0 0
教育 9 ７ 1 2
強制 ３ 1 0 0
技術進歩 0 1 0 0
その他 ３ 1 1 0
表 ４　環境問題への関心との関係
事前に聞いた環境問題への関心（自己評価 ４ 〜 1 ）
４ ３ 2 1
功利主義 1 10 5 0
自由主義 1 8 0 ３
現代自由主義 0 5 0 0
本質主義 ３ 10 2 0
相対主義 0 1 0 1
インセンティブ 2 11 ３ 2
教育 0 11 5 ３
強制 0 ４ 0 0
技術進歩 0 1 0 0















































インセンティブ ７ ７ 1 9 0
教育 12 9 1 ３ 2
強制 2 1 1 1 1
技術進歩 2 0 1 0 0
その他 2 0 1 ３ 0

















































学力考査平均（得点順に A → E）
A B C D E
功利主義 1 5 ４ ６ 2
自由主義 1 2 ３ ４ ３
現代自由主義 1 1 1 1 1
本質主義 1 ４ 2 ３ 5
相対主義 0 0 1 0 1
インセンティブ 0 ３ ４ ６ ６
教育 2 ６ ４ ７ 2
強制 0 1 1 1 1
技術進歩 0 0 1 1 0
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関係を示したものが表 ３ 〜 ５ である。学力考査上位
層にやや「教育」選択者が多い傾向が見られるもの
の，概ね全体の分布と似た分布になっており相関の
可能性を示すものではないと考える。
５ 　成果と課題
　本授業実践では，社会問題を分析するツールとし
て「感情」を扱うことに加えて，「感情」「直感」を
取り込んだ価値判断の枠組みとして公共政策規範の
理論を援用し，感情と論理を相互に行き来する授業
を行うことで，「対立をこえる」ための力として，
自分たちの価値判断にも「感情」が影響を与えてい
ることに気づき，より良い価値判断ができるように
させることを意図した。「感情」を扱ったことが価
値判断の質をどのように変えたのかを十分明らかに
することはできなかったが，今後の授業改善に向け
た示唆を得られたことは成果である。これまで価値
判断型授業で提示されてきた価値判断の枠組みの再
検討が必要であること，知識内容だけではなく直観
的なものを含んだ「生徒自身の理解の仕方」を授業
の設計に織り込む必要がある可能性があること，な
どである。示唆をふまえて実践研究をすすめ，「対
立をこえる力」を育成する授業を明らかにしていき
たい。
　なお，いずれも限られたデータの解釈に依拠して
おり，より精緻な解釈が可能な授業プランの作成と
実践，分析を行うことも課題である。
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　本稿は，公民教育学会研究プロジェクト（平成2６
〜28年 科学研究費補助金事業基盤研究（B）「現代
社会の課題を考察する見方や考え方を身に付けさせ
る公民教育カリキュラムの再構築」代表者　唐木清
志）における「持続可能な開発と地球温暖化」グ
ループの高校段階での授業実践として構想し実施さ
れ，研究プロジェクト報告書でも一部報告を行って
いる授業について詳述したものである。
